
【ご協力のお願い】
■復興＋R基金 被災学生支援金への
ご協力お願いします！
平成28年熊本地震により被災した立命館在学生の生活を経済
的に支援するため、「復興＋R基金 熊本地震被災学生支援金」
への寄付の募集をしています。
この寄付は、立命館の教職員有志を中心に、卒業生などにも呼
びかけ、既存の奨学金制度の学費支援だけでは学業継続が厳し
い学生の生活面を支援します。

【活動レポート】
■平成28年熊本地震 学生ボランティ
ア農作業をお手伝い（第3･4回）
5月、6月と継続的に続けてきた熊本県阿蘇郡西原村での農業
支援のボランティア活動は、7月8日(金)～11日(月)に第3回目
の活動を実施し、学生15名が活動しました。また、10月14日
(金)～17日(月)にも第4回目の活動を実施し、学生27名が参加
しました。
(株)名門大洋フェリー様、阿蘇ホテル様からの継続したご協力
のもと、西原村百笑応援団（旧　西原村農業復興ボランティア
センター）のコーディネートにより、生活再建を目指す農家の
作業をお手伝いしました。
第3回目は、1日目に立命館アジア太平洋大学の学生、教員の
ボランティアグループ、九州大学など他大学の学生ボランティ
アとの協同作業で、広大な茗荷（みょうが）畑に散乱する石を

拾い、除去する作業を行いました。2日目は、男女2班に分か
れ、男性班は、地震によって倒れた椎茸の原木を並べる作業、
女性班は、収穫前の鬼灯（ほおずき）の葉を取る作業を行いま
した。宿泊先の阿蘇 ホテル2番館は、被災者の受け入れをされ
ており、空き時間に話を聞く学生がいました。
第4回目は、第1回目と第2回目に作付けした唐芋（からいも）
を収穫しました。広大な農地にたくさん実った唐芋を学生たち
は丁寧に収穫していきました。この唐芋は、10月30日(日)に
立命館大学びわこ・くさつキャンパスで開催する学園祭にて、
活動に参加した学生達がスティックポテトにして販売します。

＜参加した学生の感想＞
「現地で過ごす時間が経過するにつれて、徐々に熊本地震の爪
痕の深さを感じた。復興したかしていないかは、よその者が見て
決めることではなく、被災された方々自身が感じていくものだ
からこそ現地の人に寄り添う姿勢が大切であることに気づい
た。」「最近、メディア等では熊本地震のニュースが少なくなっ
てきたように感じます。復興が進んでいるのかというとまだ災
害時のままの家屋など、震災の影響が残っている場所も多くあ
りました。復興とは何か、ということを考える機会となりまし
た。」「今回で3回目の参加。農業は夏が近づいているのにまだま
だ植えたりする作業が終わっておらず、ボランティアの不足や
現地の方々が普段の生活に完全には戻れていないことを感じ
た。」（第３回参加）

「今回の農業のボランティアをして、『楽しい』こと、『現地の
方の笑顔を引きだす』こと、これらのようなボランティアもあ
るんだって、初めて気づきました。これは、わたしにとって本当
に貴重な考え方で、とても、いろいろ考えさせられる活動になり
ました。」「今回の唐芋の収穫は、確かにそれのどこがボラン
ティア？という方もいると思いますが、まわりまわって、住民の
役に立つと思うので、思い立ったら行動してほしいです。」（第

４回参加）

　 唐芋＝サツマイモ→

(1)寄付金使途　立命館大学、立命館アジア太平洋大学に
　　　　　　　　在学する被災学生の経済的支援
　　　　　　　　（月額５万円を支給　対象学生約20名）
(2)申込方法　　災害復興支援室までお問い合わせください
　　　　　　〔連絡先〕Mail:311fukko@st.ritsumei.ac.jp
　　　　　　　　　　　TEL:075-813-8282

立命館による支援の「今」をお伝えします。
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【告知】　　　　　　　　  ★参加無料・事前申込不要。
■3.11追悼企画「いのちのつどい」

東日本大震災発生か
ら6年が経とうとし
ています。災害復興
支援室では、「3.11
追悼企画いのちのつ
どい」と題して、震
災 で 犠 牲 と な っ た
方々を追悼する式典
を行なうとともに、
シンポジウムや学生

活動報告会、大人から子どもまで楽しめる参加型の企画など、
多彩な催しを行ないます。ぜひ、足をお運びください。
[日時]2017年3月11日（土）13:00～17:00(受付12：30より)
[場所]立命館大学国際平和ミュージアム　中野記念ホール他
[プログラム]
　13：00～13：10　オープニング（アカペラサークルclef 演奏）
　13：10～14：15　シンポジウム

「見えないものに目を向ける大切さを考える」
<登壇者> 安斎育郎（立命館大学名誉教授）
　　　　　久保田崇（立命館大学公務研究科教授）
　　　　　塩田　潤（神戸大学大学院生、立命館大学卒業生）
　　　　　西崎芽衣（立命館大学産業社会学部学生）
<コーディネーター>山口洋典（立命館災害復興支援室副室長）
　14：30～15：00　追悼式典（吉田総長追悼メッセージ、

モダンジャズバレエ部 ダンス　他 ）
　15：15～16：50　学生活動報告会
<発表団体>きっかけ食堂/そよ風届け隊/くまだす＋R
　　/大船渡市盛町七夕まつりサポートプロジェクト2016
　　/防災共育サークル　Attelle/KS1熊本をスポーツで１つに
　16：50～17：00　クロージング
【同時開催企画】
・親子向け企画（子どもから大人まで、楽しみながら災害や防
　災について体験的に学べる企画です。）

・展示コーナー(学生・生徒による活動紹介、写真展）

・古本募金（不要になった書籍《CD・DVD含む》をお持ち寄り
　いただき、換金し、熊本地震被災学生支援に活用します。）
【関連企画】
●立命館土曜講座　　　　　　★参加無料・事前申込不要
日時：2017年3月4日、18日、25日（土）14時～16時
場所：立命館大学衣笠キャンパス　末川記念会館講義室
テーマ：東北の現在（いま）

～東日本大震災から６年、これまでとこれから～
※詳細はHP「立命館土曜講座」にて。

●交流会「3.11を思いながら美味しいものを食べよう」
日時：2017年3月10日（金）18時半～20時半
場所：朱雀キャンパス　1階　生協カフェテリア
会費：事前申込み1,500円　当日2,000円（学生は500円）
申込み：災害復興支援室メール311fukko@st.ritsumei.ac.jp 宛
（所属・お名前明記ください。）※食材の準備のため、3月3
日までにご連絡いただきますようご協力お願い致します。
※教職員組合の参加費補助の対象になります。組合員の方は会
場でお渡しするチケットを後日組合にご提出ください。

●写真展
「福島県浪江町の現
状」を伝える写真、
ポスター「ならは、31
人の『生』の物語」の
展示を通し「福島の
現在」を伝えます。
写真は、共催者であるNALC京都「ことの会」の会員が撮影し
たものです。ポスターは、後方支援便の学生たちが福島県楢葉
町に関わる様々な人に取材し作り上げたものです。
この写真展は、昨年11月の大阪いばらきキャンパスを皮切り
に、3月に開催する「いのちのつどい」に向け、各キャンパス
をキャラバン展開していきます。
★大阪いばらきキャンパス（B棟2F　OICライブラリー）
　　2016年11月15日(火)～28日(月)･･･終了しました。
★びわこ・くさつキャンパス（セントラルアーク表現のジャングル）
　　2017年1月12日(水)～19日(木)･･･終了しました。
★朱雀キャンパス（1階ロビー）
　　2017年2月1日(水)～19日(日)･･･終了しました。
★国際平和ミュージアム（1階ロビー）
　　2017年3月1日(水)～14日(火)
■「いのちのつどい」の詳報は支援室のHPに順次掲載します。



【ご協力のお礼とお願い】
■復興＋R基金 被災学生支援金
 1500万円集まる　達成率は69％
熊本地震で被災した学生に対する「復興＋R基金　被災学生支援金」への寄付とし
て、2017年1月末現在、242人の皆さまより5年間にわたり、\15,188,641のお申込
みをいただきました。ご協力、誠にありがとうございました。
今後も目標額（2200万円)達成に向け、寄付を継続敵に呼びかけていく予定です。
お寄せ頂いた寄付を元に、●月●旬から立命館大学・立命館アジア太平洋大学で支
給を希望する学生の募集・審査を開始し、経済支援に本格的に取り組んでいきま
す。

(1)寄付金使途　立命館大学、立命館アジア太平洋大学に
　　　　　　　　在学する被災学生の経済的支援
　　　　　　　　（月額５万円を支給　対象学生約20名）
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立命館では東日本大震災発生後、被災地域の大学からの支援要請など、緊急的・総合的に判断・対応が必要なものや、学生のボラン
ティア活動、支援に関わる教員の教育・研究活動へのサポートなど、学内外の情報を整理し具体化していく必要性があると判断し、
2011 年 4 月 21 日に、「立命館災害復興支援室」を設置しました。＜公式 web　http://www.ritsumei.ac.jp/fukkor/＞

■復興支援インターン参加学生 
石巻市のたらこ作りイベントを
開催
2016年6月13日(月)・14日(火)、宮城
県石巻市の湊水産(株)で復興支援イン
ターンに参加した学生有志による企画
「たらこで味わいなおす東北　たらこ、
つくろう。」を衣笠キャンパスで開催
し、Myたらこ作りの体験や、試食など
を行いました。
当日は、湊水産のみなさんが京都まで足
を運んでくださり、「体験であろうと本

当に美味しいたらこを作るために」と一
つ一つ丁寧に教えてくださいました。

編集後記
今年の夏は、夏期休暇を利用して東
北・熊本の支援活動を行った学生によ
る活動が様々あり、今号だけでは全て
をご紹介することが出来ませんでし
た。ご紹介できなかった取り組みは、
次号以降でご紹介したいと思っていま
すが、災害復興支援室のホームページ
やfacebookでも随時情報を掲載して
いますので、是非ご覧いただけますと
幸いです。ご覧いただいた際は、「い
いね！」やシェア等もよろしくお願い
します。

■後方支援スタッフ派遣プ
ロジェクト34便 福島県楢葉
町民の聞き綴り活動
2015年9月5日、避難指示解除を迎えた
福島県楢葉町。避難指示が解除される町
民の方に向き合う活動として、昨年、楢
葉町民の「これまで」と「これから」の
思いを「ならは、31人の『生』の物
語」として写真と言葉により記録に残す
活動を一般社団法人ならはみらいの協力
の下、行いました。聞き綴りをした31
人の町民の方の声は、福島県や京都で行
われる様々なイベント等で掲示して、多
くの方に声を届けました。
あれから1年、去年に引き続き町民31人
の方の思いを聞き綴る活動を、学生13
名が8月30日(火)～9月6日(火)に行いま
した。
活動前の8月3日(水)に事前研修を行い、
福島県や楢葉町のこと、放射能や放射線
について学びました。現地での初日は、
一般社団法人ならはみらいの方から町内
を案内いただき、楢葉町の現状を学びま
した。2日目からは、グループに分かれ
て町民31人の方にインタビューをし、
「ならは、31人の『生』の物語」を作
成しました。作成したものは、楢葉町の
若者が企画した「ホッツァーレ２０１６
～復興祈念の集い～」で展示し、イベン
ト参加者に31人の思いを届けました。

■吉田総長が熊本県と西原村を
訪問、義援金をお渡ししました
2016年8月26日（金）、吉田美喜夫 立
命館総長と塩崎賢明 立命館災害復興支
援室副室長が熊本県の蒲島郁夫知事と西
原村の日置和彦村長を訪問し、5～7月
に実施した学生・教職員による西原村で
の農業支援ボランティア活動の報告を行
いました。あわせて、卒業生、父母、大
学および付属校の教職員から寄せられた
義援金の目録をお渡ししました。

↑右から蒲島知事、総長　↓左、日置村長

■政策科学部4回生「地域
創造基金さなぶり賞」受賞
2016年6月、政策科学部4回生の三浦な
つきさんが、東日本大震災後からの復
興・創世期の5年間（2016年～2020
年）に、各地域が取り組むべき課題など
を調査や研究結果から導き出すことを目
的とした「第1回現場で役立つ復興論文
大賞」で特別賞「地域創造基金さなぶり
賞」を受賞しました。
三浦さんは高校生の時に東日本大震災を
経験し、大学1回生の時から東日本大震
災をテーマに研究したいと考え、東日本

大震災後の防潮堤建設の政策形成過程の
分析を研究テーマに取り組みました。
論文では、原子力発電所の爆発事故の処
理対応などを例に公共事業策定における
中央政府の「閉じられた政策形成過程」
を問題視し、地域住民の暮らしのために
「開かれた政策形成過程」の大切さを訴
えるほか、民間のアイディアを政策に取
り入れた事例を紹介しています。

■岩手県大船渡市　碁石海岸観光
まつり　課外自主活動団体が参加
2016年5月2日(月)～6日(金)、岩手県大
船渡市で開催された「碁石海岸観光まつ
り」の企画協力として、奇術研究会マ
ジックプレイヤーズ、モダンジャズバレ
エ部、書道部が参加しました。
小雨が降る中、ステージでは、奇術研究
会マジックプレイヤーズがマジックを、
モダンジャズバレエ部がダンスを披露し
ました。書道部は、屋内で書道体験企画
を実施しました。また、碁石海岸まつり
の餅撒き企画では、餅撒きの役を担わせ
ていただきました。
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【ご協力のお礼とお願い】
■復興＋R基金 被災学生支援金
1500万円集まる　達成率69％
熊本地震で被災した学生に対する「復興
＋R基金　被災学生支援金」への寄付と
して、2017年1月末現在、242人の皆さ
まより5年間にわたり、\15,188,641の
お申込みをいただきました。
ご協力誠にありがとうございました。
今後も目標2200万円達成を目指し、継
続して寄付を呼びかけていく予定です。
引き続きご支援のほどよろしくお願い致
します。

お寄せ頂いた寄付を元に、3月下旬から
立命館大学・立命館アジア太平洋大学で
支給を希望する学生の募集・審査を開始
し、本格的に取り組んでいきます。
(1)寄付金使途　　立命館大学、立命館
　　アジア太平洋大学に在学する被災学
　　生の経済的支援
　 （月額５万円支給　対象約20名）
(2)申込方法　　災害復興支援室までお
　　問い合わせください。
〔連絡先〕
　　Mail:311fukko@st.ritsumei.ac.jp
　　TEL:075-813-8282

立命館では東日本大震災発生後、被災地域の大学からの支援要請など、緊急的・総合的に判断・対応が必要なものや、学生のボラン
ティア活動、支援に関わる教員の教育・研究活動へのサポートなど、学内外の情報を整理し具体化していく必要性があると判断し、
2011 年 4 月 21 日に、「立命館災害復興支援室」を設置しました。＜公式 web　http://www.ritsumei.ac.jp/fukkor/＞

編集後記
今年も恒例の「3.11いのちのつどい」
を開催します。今号では、その告知を
させていただきました。2017年3月
11日は土曜日です。ご家族、ご友人と
お誘い合わせの上、是非ご来場くださ
いませ。
紙面の都合で、掲載しきれなかった情
報は、災害復興支援室のホームページ
やfacebookに掲載していますので、
そちらの方もどうぞご覧ください。

■2016年度夏期休暇　
 復興支援活動ボランティア
旅費支援について(報告)

2016年
8月から
9月にか
け て 、
復 興 支
援 活 動
に 参 加
し た 本

学学生を対象に、活動にかかる旅費の一
部を支援しました。
福島県、宮城県仙台市、気仙沼市、岩手
県、熊本県を活動地域として、29名の
旅費を支援しました。活動の様子は、写
真やコメントで、各自がＳＮＳに投稿し
て共有しました。(ここに掲載した写真
の一部は学生が撮影したものです。）
10月6日(木)の事後報告会には、旅費支
援対象者のほか、同じく夏休み期間、ボ
ランティア活動や復興インターンに参加
した学生なども参加し、有意義な時間を
過ごしました。

▲事後報告
会。巨大な
日本地図に
各々活動場
所に付箋を
貼る。こん
なに様々な

活動をした人がいるんだなぁと、実感。
活動発表は、インタビュー形式で。

▲グループ
ワーク。写
真を用いな
がら活動の
詳細や、活
動で感じた
ことなどを

共有した。その後、5つのテーマについ
て、それぞれの考えや学びを深めた。

✐参加者の声
❋印象に残っていることは、(1)被災地
の目に見えるものの復興のスピード(2)
目に見えない心の復興のスピードの二
つ。(2)は、対話を通して、たくさんの言
葉を聞いた。故郷に愛着を持てない気持
ち、今だに東京電力への不満が尽きない
原発被災者、お金では解決できない問題
が山ほどあると感じた。
（「まるっとふくしまプロジェクト」参加学生）

❋熊本の報道は今ではほとんど見かけ
なくなったが、人手不足や震災当時のま
まの現場等、課題は目に見えるだけでも
多くあった。小さくても自分にできるこ
とをひとつひとつ積み重ねていくことが
大切だと感じた。 
（「『九州ふっこう割』で熊本へボランティア
に行こう！」参加学生）

❋5年前のことをすぐこの前のことのよ
うに目を潤ませて話す語り部さんの姿が
印象的だった。ニュースで流れる「○名
死亡」という言葉を聞いても感じること
は少ないが、実際に被災された方から、
知人が亡くなった話を聞くと、もし自分
がその立場だったらと想像して心苦し
かった。この気持ちを感じたことだけで
も被災地に行くことの意味を感じた。
（「石巻市牡鹿半島プロジェクト」参加学生）

旅費支援は、岩手県大船渡市で毎年12
月に行なわれるプロジェクト「サンタが
町にやってくる！」に参加する学生に対
しても、実施しました。

また、春期（2月～3月）の旅費支援を
実施中です。

■2016年度学園祭に出店
食べて応援fukko+R屋台村
盛況でした！
「2016年度立命館大学学園祭」が10月
30日(日)に立命館大学びわこ・くさつ
キャンパスで開催されました。災害復興
支援室は、「食べて応援fukko+R屋台村
～東北も熊本も忘れられねぇよ！～」を
テーマに、東日本大震災や平成28年熊本
地震の支援活動をしている学生、福島県
広報課の方と一緒に、模擬店と展示企画
で参加しました。
・熊本県西原村産
スティックポテト
〔くまだす+R〕
・ さ ん ま の 塩 焼 き
〔大船渡のさんま四郎〕
・楢葉町の郷土料理「マミーすいとん」
〔学園祭で楢葉を盛り上げ隊〕
展示ブース・個別展示エリアでは、支援
室や学生の展示のほか、福島県広報課も
参加し、アニメ「みらいへの手紙」の上
映、福島県産のお米「天のつぶ」の試食
などなど、盛りだくさんな内容でした。
✐参加者の声
❋お客さんが熊本産の芋や油にすごく
興味を持ってくれたこと、子供たちがお
いしかったと言ってくれたことが嬉し
かった。熊本のよさが伝わったと思う。
（「くまだす+R」参加学生）
❋31人の物語の展示を見て、「“ふるさ
と” や “また” という言葉が目につきます
ね。」と感想を下さった方がいた。丁寧
に細部まで読み、私たちの作品を通し
て、楢葉のことを知ってくださったとい
う喜びが大きかった。
（「学園祭で楢葉を盛り上げ隊」参加学生）

事 務 局 だ よ り



Office for the support of Post-Disaster Recovery News Letter 32th

■APU学生および
附属校児童・生徒主体の
災害復興支援活動
立命館災害復興支援室では復興+R基金
を活用し、APU学生および附属校の生徒
を主体とした災害復興支援活動を経費面
でサポートする提案応募型の活動支援プ
ログラムを実施しています。
今年度は、5件の応募があり、立命館宇
治高校、立命館高校の2校から活動報告
書が届きました。
【立命館宇治高校からの報告】
震災と原発事故から5年9ヶ月の
フクシマの今を学ぶ
～忘れねえべ　フクシマのこと～

2016年12月16日(金)から18日(日)の2
泊3日、立命館宇治高校の生徒10名が福
島県を訪れました。これは「メディアに
よって伝えられる情報にはあくまでも限
界がある」ので、「今回の訪問を通し
て、現地の方々との対話を軸に様々なフ
クシマの現状を知り、伝えていくこと」
を目的としての活動です。

立命館宇治中学校･高等学校のホーム
ページに、活動の詳細な内容と生徒の感
想などがが掲載されています。
高校生のピュアな感性で見聞きした今の
「フクシマ｣が、そこに示されています。
https://www.ujc.ritsumei.ac.jp/ujc/ne
ws/detail.php?eid=02444　
【立命館高校からの報告】
東日本津波原発事故震災　
石巻・福島ボランティア研修
2016年8月9日(火)から12日(金)の3泊4
日、立命館高校の生徒9名が宮城県石巻
市、福島県田村市、郡山市を訪れました。
これは「東日本大震災の記憶を引き継い
でいくこと」、「感じたことを自分たちの
生活に置き換え」、「防災・減災対策への
行動に繋げていくこと」を目的とした活
動です。

石巻の「コスモスの家」に集まった子供
たちに向けて「お楽しみ会」を開き、宝探
しをしたり、ゼリーや昼食を作ったり、
大縄跳びをしたりしました。その後、宮

城や福島を視察し、地元の人たちから震
災当時の話を聞きました。
✐参加者の声
❋この研修を通して改めて感じたのは、
行動することは大切であるが、大変難し
いことであるということだ。私たちが先
導することで、新たに先導する人が増え
るかもしれない。復興へ向けてまずは自
分から行動していきたい。（高校1年生）
❋山の木々が枯れていてなんでだろう
と思っていたら、それは津波がきて海水
によって枯れてしまったと聞き、こんな
ところにまで津波が押し寄せてきたこと
に衝撃を受けました。テレビで「津波が
○mきました。」と言われても今まで実感
が湧かなかったのですが実際に「この電
柱やこの建物のここまで来た」と聞き、
言葉になりませんでした。（高校1年生）
■経済学部3回生ら
「大船渡ビジネスプランコ
ンテスト2016」で受賞！
立命館大学が包括連携協定を結んでいる
岩手県大船渡市主催の「大船渡ビジネス
プランコンテスト2016」で、経済学部3
回生の真野委純さんらのグループが、ド
リーム部門(学生の部）の優秀賞を受賞
しました。
タイトルは「大船渡ツーリズム～訪日留
学生に滞在型観光ツアーの販売と運営
～」。語学学校に通う外国人留学生に、
大船渡の漁業をはじめとした地域文化と
関連の深い人の家に泊まるツアープラン
を販売するビジネスで、共に仕事をし、
夕飯を作り食べ、お酒を飲んで語り、そ
の家の人々の生活をそのまま体験すると
いうもの。

■学生ボランティアサークル
　そよ風届け隊

「ならはかわら版」創刊
福島県の楢葉町を中心に活動している
「そよ風届け隊」が「ならはかわら版」
を企画、創刊。地元
の有志と協働の手作
り感あふれる温かい
新聞です。隔月刊。
様々な想いをのせな
がら、続いてほしい
ものです。

ならはかわら版 創刊号・第2号▲
【創刊号内容】・楢葉対談
「この町で命に向き合うということ」
　木戸川漁協 鮭孵化場長×和牛繁殖農家
・ありがとうの言葉
　感謝の気持ちを伝えたかった人に「な
　らはかわら版」紙上で「ありがとう」

　を伝えるコーナー　他
※詳細は「そよ風届け隊」FBにて。 
■【学生企画の紹介】
1週間をかけて東北のことを
考えてみる「東北ウィーク」実施
11/8（火）～11/11（金）の4日間、
「『5年目の想いを届けたい。』～想い
を聞く場。届ける場。東北ウィーク～」
と題し、東日本大震災当時のように、東
北の学生と関西の学生が交わる機会を作
りたいと、学生が企画、実施しました。
Skype会議、あがらいん食堂、語り部、
きっかけ食堂など、多彩なコンテンツを
用意。「食」を通じて知らない人とも交
わり、東北について考える、そんな堅苦
しくない空間を持とうという試みでし
た。結果は盛況で、様々な思いを胸に多
くの人たちの参加がありました。
当日参加した大阪市の中学校教諭から
「ぜひ私の中学校でも」と声をかけられ
たのをきっかけに、1月末に「たらこつく
ろう！」という企画が実現したことも成
果でした。支援室FBでも紹介しました。
■オール立命館校友大会で
募金の呼びかけ
2016年10月29日(土)行なわれた「オー
ル立命館校友大会2016 in 金沢」の総
会・懇親会の席で募金を呼びかけたとこ
ろ、参加者から72,517円集まりまし
た。集まった募金は、復興+R基金（被災
学生支援金)として活用させていただき
ます。ご協力ありがとうございました。
■食べて支援
立命館生活協同組合の
募金メニューが大好評！

2 0 1 6 年10月から12月にかけ て毎月
1週間、「わたしたちにできること　きも
ちをとどけよう」をキャッチフレーズ
に、立命館生活協同組合が募金メニュー
を実施しました。
この募金メニューは、立命館の学生で、
学業継続の困難に直面している在学生を
応援するために企画され、1食あたり10
円が被災学生の支援募金となるもの。
「ハンバーグ＆海老フライ」など、毎月
替わりで人気のメニューが工夫されてお
り、3回の合計利用数が2万1418食と、
大好評を博しました。売り上げの中から
21万4180円を、復興+R基金（被災学
生支援金)へご寄付いただきました。
また、併せて生協職員の皆さまから、同
趣旨で23万円のご寄付をいただきまし
た。ご協力いただきました皆さま、心よ
り御礼申し上げます。




